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　第３回定例会初日の10月12日、町長から提案された令和３年度城里町決算（７会計）、水戸地方農業
共済事務組合事業会計について詳細に審査するため決算特別委員会が設置されました。
　決算審査は各議員が広く審査を行うことができるよう、常任委員会ごとの分科会方式により所管分の
審査を行いました。各委員会での質疑・答弁等の主なものは次のとおりです。

決算特別委員会での主な 質疑・答弁

総
務
民
生
常
任
委
員
会

　

会
期
中
の
10
月
13
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
決
算
の
所
管
分
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
特
別
会

計
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

（
一
般
会
計
）

問　
固
定
資
産
税
の
収
入
未
済

額
６
千
万
円
の
理
由
は
。

答　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
固

定
資
産
税
減
免
に
よ
り
、
税

が
減
額
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
減
額
分
に
つ
い
て
は
、
減

収
補
て
ん
と
し
て
国
か
ら
特

別
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

問　

地
方
消
費
税
交
付
金
が
、

４
千
４
０
０
万
円
増
え
て
い

る
理
由
は
。

答　

消
費
税
の
1.7
％
相
当
分
が

国
か
ら
県
に
譲
渡
さ
れ
、
さ

ら
に
県
の
基
準
で
そ
の
２
分

の
１
が
市
町
村
に
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
増
え
た
理
由
は

消
費
が
増
え
た
た
め
で
す
。

　
問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
と
普
及
の
た
め
の
対

策
は
。

答　

普
及
率
は
令
和
４
年
９
月

25
日
現
在
、
41
・
４
％
で
あ

り
、
エ
コ
ス
や
ワ
ク
チ
ン
会

場
へ
職
員
が
出
張
し
申
請
を

促
し
て
い
ま
す
。

問　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
に
乳

製
品
を
配
達
す
る
愛
の
定
期

便
事
業
で
、
登
録
者
２
４
３

名
と
の
こ
と
だ
が
、
75
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
全

員
な
の
か
、
ま
た
、
登
録
方

法
は
。

答　

75
歳
以
上
の
高
齢
者
は

４
４
９
名
で
、
登
録
方
法

は
、
家
族
や
民
生
委
員
が
訪

問
し
、
聞
き
取
り
を
行
っ
て

登
録
の
申
請
を
し
ま
す
。

問　

常
北
小
児
童
ク
ラ
ブ
で
、

３
千
９
０
０
万
円
の
整
備
を

行
っ
た
が
、
現
在
の
利
用
児

童
は
何
名
い
る
の
か
。

答　

令
和
４
年
10
月
現
在
で
、

登
録
者
は
６
名
で
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
費
の
中
に
報
酬
と
職

員
手
当
と
あ
る
が
、
七
会
診

療
所
の
医
師
も
含
む
の
か
。

答　

毎
週
月
曜
日
、
火
曜
日
の

午
後
、
七
会
診
療
所
の
医
師
と

看
護
師
を
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
会
場
に
派
遣
し
て
お
り
、

そ
の
手
当
等
も
含
み
ま
す
。

問　
不
法
投
棄
及
び
不
適
正
残

土
事
案
監
視
強
化
事
業
で
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
監
視
の
結

果
は
。
操
縦
は
町
の
職
員
が

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

ド
ロ
ー
ン
で
監
視
し
た

結
果
、
不
法
投
棄
の
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
操
縦

は
町
民
課
職
員
が
行
っ
て
お

り
、
町
民
課
内
で
ド
ロ
ー
ン

を
操
縦
で
き
る
職
員
は
５
名

い
ま
す
。

問　
古
民
家
活
用
事
業
の
内
容
は
。

答　

島
家
住
宅
周
辺
の
草
刈
り

等
管
理
費
と
し
て
古
内
地
区

に
20
万
円
、
ト
イ
レ
の
リ
ー

ス
代
12
万
、
出
入
口
の
修
繕

に
14
万
４
千
円
と
そ
の
測
量

設
計
に
14
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

総務民生常任委員会の審議状況

歳　

入

歳　

出
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教育産業常任委員会の審議状況

（
一
般
会
計
）

問　
ア
イ
ジ
ー
基
金
か
ら
の
繰

入
金
の
使
い
道
は
。

答　

ア
イ
ジ
ー
基
金
か
ら
40
万

円
を
一
般
会
計
に
繰
出
し

し
、
う
ぐ
い
す
の
広
場
で
使

用
す
る
パ
ソ
コ
ン
２
台
を
購

入
し
た
も
の
で
す
。

問　
農
業
委
員
会
費
の
減
額
補

正
と
繰
越
明
許
費
12
万
円
の

内
容
は
。

答　

減
額
補
正
は
、
農
業
委
員

と
最
適
化
推
進
委
員
と
の
合

同
研
修
を
中
止
し
た
こ
と
に

よ
り
、
バ
ス
借
り
上
げ
料
、

特
別
旅
費
を
減
額
し
た
も
の

で
、
繰
越
明
許
費
は
国
庫
補

助
で
国
の
一
括
購
入
に
よ
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
３
台
の
納
品
が

遅
れ
、
繰
越
し
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

問　
林
業
振
興
費
の
委
託
料
の

内
容
は
。

答　

委
託
料
は
林
道
の
刈
払

い
、
森
林
整
備
を
行
う
身
近

な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
、

森
林
管
理
制
度
に
伴
う
森
林

現
況
調
査
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　
文
化
財
保
護
費
の
工
事
請

負
費
の
内
容
は
。

答　

黒
澤
止
幾
生
家
の
屋
根
へ

の
シ
ー
ト
か
け
に
77
万
円
、

文
化
財
の
説
明
標
識
板
の
修

繕
に
44
万
円
を
支
出
し
た
も

の
で
す
。

問　
新
築
さ
れ
た
町
営
南
団
地

は
狭
く
、
収
納
も
少
な
い
と

住
民
か
ら
の
話
を
聞
く
が
、

そ
の
声
に
対
し
ど
う
対
応
し

て
い
る
の
か
。

答　

す
で
に
建
築
さ
れ
た
住

宅
に
つ
い
て
は
、
戸
棚
の
増

設
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
追

加
工
事
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
次
年
度
以
降
建
築
さ
れ

る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
範
囲
で
内
容
の
変
更
も
検

討
し
ま
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

の
中
で
、
令
和
５
年
度
中
に

運
行
の
見
直
し
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
も
っ
と
早
い
段

階
で
の
変
更
は
で
き
な
い
の

か
。

答　

令
和
５
年
度
は
運
行
の
見

直
し
を
バ
ス
会
社
と
協
議
す

る
た
め
時
間
を
要
す
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
運

行
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

問　
流
域
地
区
下
水
道
整
備
事

業
で
、現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答　

現
在
、
国
の
補
助
事
業

で
増
井
地
区
を
整
備
し
て
お

り
、
あ
と
２
年
く
ら
い
で
整

備
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

（
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
）

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
水
道
事
業
会
計
）

問　
水
道
事
業
収
益
の
減
額
補

正
の
理
由
は
。

答　

受
託
工
事
の
収
益
の
減
に

よ
る
も
の
で
す
。

（
水
戸
地
方
農
業
共
済
事
務
組

合
事
業
会
計
）

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

教
育
産
業
常
任
委
員
会

　

会
期
中
の
10
月
14
日
に
委

員
会
を
開
催
し
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
決
算
の
所
管
分
・

公
共
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
・
水
道
事
業
会

計
・
水
戸
地
方
農
業
共
済
事

務
組
合
事
業
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

歳　

入

歳　

出

問　
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

で
、
無
線
を
ま
だ
取
り
に
来

て
い
な
い
人
の
割
合
は
。

答　

令
和
４
年
10
月
現
在
で
、

17
％
が
ま
だ
取
り
に
来
て
い

ま
せ
ん
。８
月
の
広
報
誌
で
、

戸
別
受
信
機
の
受
け
取
り
に

つ
い
て
啓
発
を
し
た
と
こ
ろ

で
、
引
き
続
き
啓
発
に
努
め

ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

問　
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
方
の
保
険
証
の
扱

い
は
。

答　

有
効
期
間
が
通
常
よ
り
短

い
「
短
期
保
険
証
」
や
「
資

格
証
」で
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

問　
介
護
保
険
料
を
多
く
も
ら

い
す
ぎ
た
た
め
に
返
還
を
行

う
過
誤
納
付
の
内
容
は
。

答　

特
別
徴
収
保
険
料
分

は
１
４
８
万
５
，
８
６
０

円
、
普
通
徴
収
保
険
料
分
は

20
万
９
，
８
０
０
円
が
還
付

未
済
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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第３回定例会で決まったこと

　

第
３
回
定
例
会
は
、10
月
12
日
か
ら
21
日
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、専
決
処
分
１
件
・

条
例
改
正
等
４
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
損
害
賠
償
額
の
決
定
１
件
・
計
画
の
変
更
１
件
・

補
正
予
算
６
件
・
決
算
認
定
８
件
・
人
事
関
係
１
件
が
上
程
さ
れ
、
発
議
２
件
を
含
む
全

て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
２
件
、
報
告
は
14
件
あ
り
ま
し
た
。

第３回
定例会

専
決
処
分

承
　
認

承
認
第
５
号

▽
専
決
処
分
第
５
号（
城
里
町

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

（
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業

の
取
得
要
件
の
緩
和
等
を
改

正
し
た
も
の
）

議
案
第
39
号

▽
城
里
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
医
師
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
使
用
し
な
く
な
っ
た
医
師

住
宅
２
棟
を
廃
止
す
る
も

の
）

議
案
第
40
号

▽
城
里
町
地
域
振
興
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
地
域
の
福
祉
活
動
の
促
進

等
た
め
の
経
費
に
全
て
を
充

て
た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も

の
）

議
案
第
41
号

▽
城
里
町
ス
ポ
ー
ツ
及
び
芸
術

文
化
振
興
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
ス
ポ
ー
ツ
及
び
芸
術
文
化

の
振
興
の
た
め
の
経
費
に
全

て
を
充
て
た
こ
と
か
ら
廃
止

す
る
も
の
）

議
案
第
42
号

▽
城
里
町
家
族
旅
行
村
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い

て（
家
族
旅
行
村
施
設
の
営
繕
の

た
め
の
経
費
に
全
て
を
充
て

た
こ
と
か
ら
廃
止
す
る
も
の
）

議
案
第
43
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
３
年
度　

城
里
町
環
境

セ
ン
タ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

建
設
工
事

契
約
の
金
額

８
，
２
１
７
万
円

契
約
の
相
手
方

水
戸
市
け
や
き
台
２
の
13
の
２

コ
ス
モ
綜
合
建
設
株
式
会
社

契
約
の
方
法

一
般
競
争
入
札

議
案
第
44
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

（
令
和
４
年
６
月
14
日
、
錫

高
野
地
内
で
発
生
し
た
、
町

契
約
の
締
結

可
　
決

内
公
道
に
お
け
る
物
損
事
故

の
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
45
号

▽
城
里
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

（
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り

旧
桂
村
の
区
域
が
過
疎
地
域

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
）

損
害
賠
償
額
の
決
定

可
　
決

計
画
の
変
更

可
　
決

条
例
の
改
正
・
廃
止

可
　
決
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議
案
第
46
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

追
加
補
正
額

６
億
８
，
０
２
７
万
５
千
円

主
な
事
業

・
事
業
者
等
支
援
金
交
付
事
業

・
ホ
ロ
ル
の
湯
屋
上
防
水
改
修

事
業

・
医
師
住
宅
用
地
分
筆
登
記
業

務
・
石
塚
開
放
学
級
駐
車
場
整
備

事
業

・
低
所
得
者
の
子
育
て
世
帯
給

付
金
支
援
事
業

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

・
農
家
給
付
金
事
業

・
町
道
補
修
事
業
等

・
各
施
設
電
気
使
用
料

予
算
総
額

１
０
７
億
８
９
３
万
２
千
円

議
案
第
47
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
，
５
０
５
万
８
千
円

・
傷
病
手
当
金
等

予
算
総
額

２
２
億
８
，
８
６
１
万
２
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額

１
２
９
万
５
千
円

・
一
般
職
員
の
給
与
等

予
算
総
額

２
億
３
，
４
７
５
万
７
千
円

議
案
第
48
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）に
つ
い
て

追
加
補
正
額

８
５
万
１
千
円

・
保
険
料
還
付
金
等

予
算
総
額

２
億
５
，
９
８
４
万
６
千
円

補
正
予
算

可
　
決

　

今
回
の
補
正
予
算
に
反
対

す
る
理
由
は
３
つ
あ
る
。

　

①
ふ
れ
あ
い
の
里
の
冷
凍

冷
蔵
庫
購
入
事
業
66
万
円

は
、
修
繕
不
能
で
入
れ
替
え

と
い
う
が
、
黒
字
分
か
ら
負

担
で
き
な
い
の
か
。

　

②
ホ
ロ
ル
の
湯
の
屋
上
防

水
改
修
工
事
５
，
０
６
５
万

円
は
、
雨
漏
り
す
る
ま
で
放

置
せ
ず
早
め
の
改
修
で
経
費

も
少
な
く
済
ん
だ
。
管
理
が

ず
さ
ん
で
あ
る
。

　

③
石
塚
解
放
学
級
の
外
構

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
に
９
７
２
万
円
で
工
事
を

し
た
ば
か
り
だ
。
な
ぜ
や
り

直
し
な
の
か
検
証
す
べ
き

だ
。
児
童
た
ち
が
放
課
後
快

適
に
過
ご
す
環
境
整
備
は
大

い
に
す
す
め
る
べ
き
だ
が
、

ず
さ
ん
な
工
事
の
や
り
方
に

は
納
得
が
い
か
な
い
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

をクリック⇒　　　　　　　　をクリック議会事務局 議案書

ホームページに「議案書」を載せています
城里町では、定例会の議案書をホームページに掲載しています。
各議案の詳しい内容については、議案書をご覧下さい。

城里町公式
ホームページ

議
案
第
49
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
億
２
，
３
４
６
万
１
千
円

・
過
誤
納
還
付
金
及
び
加
算
金

予
算
総
額

２
６
億
２
，
７
０
８
万
３
千
円

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

９
８
万
６
千
円

・
前
年
度
繰
越
金
の
確
定
に
よ

る
も
の

予
算
総
額

６
０
９
万
１
千
円

議
案
第
50
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
）

追
加
補
正
額

２
，
３
０
０
万
円

・
下
水
道
等
受
託
工
事
負
担
金

収
入
予
定
額

７
億
２
，
１
７
２
万
１
千
円
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第３回定例会で決まったこと
（
収
益
的
支
出
）

追
加
補
正
額

６
，
８
０
０
万
円

・
水
道
基
幹
施
設
維
持
管
理
事

業
（
電
気
使
用
料
）

支
出
予
定
額

７
億
６
，
６
７
２
万
１
千
円

議
案
第
51
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

追
加
補
正
額

２
，
１
９
１
万
２
千
円

・
下
水
道
施
設
等
維
持
管
理
事

業
（
電
気
使
用
料
）

・
マ
ン
ホ
ー
ル
及
び
周
辺
道
路

の
修
繕

収
入
支
出
予
定
額

１
１
億
８
，
１
２
５
万
６
千
円

（
資
本
的
支
出
）

追
加
補
正
額

２
，
１
３
５
万
４
千
円

・
水
道
管
移
設
補
償
費

・
か
つ
ら
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の

放
流
ポ
ン
プ
交
換
工
事

支
出
予
定
額

９
億
３
，
３
１
４
万
円

議
案
第
52
号

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
53
号
か
ら

　
　

議
案
第
59
号
ま
で

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽
令
和
３
年
度
水
戸
地
方
農
業

共
済
事
務
組
合
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
60
号

▽
城
里
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。髙

橋　

研
二
氏
（
牛
久
市
）

任
期令

和
４
年
10
月
21
日
か
ら

令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で

陳
情
第
１
号

▽「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
」の
見
直
し
を
中
止
し
、

す
べ
て
の
農
家
経
営
へ
の
支

援
策
強
化
を
求
め
る
陳
情

決
算
認
定

認
　
定

　

監
査
委
員
の
審
査
の
意
見

と
し
て
「
単
年
度
収
支
が
赤

字
と
な
っ
て
お
り
決
し
て
楽

観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
決

算
カ
ー
ド
を
み
る
と
、
平
成

29
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま

で
４
年
連
続
実
質
単
年
度
収

支
が
赤
字
で
あ
る
。
町
長
の

い
う
財
政
の
健
全
化
と
は
程

遠
い
現
状
を
直
視
す
べ
き

だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
に
な
っ

て
い
る
中
小
企
業
や
個
人
経

営
等
へ
の
、
国
保
税
の
均
等

割
の
値
下
げ
、
水
道
料
金
等

の
持
続
的
負
担
軽
減
に
こ
そ

支
援
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

議案第52号から第59号

「決算認定」の審議内容については、

Ｐ２－３「決算特別委員会報告」をご

覧ください

認
　
定

人
　
事

同
　
意

陳
　
情

採
　
択
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審議した議案と各議員の賛否

陳
情
第
２
号

▽
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の

た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意

見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

発
議
第
２
号

▽
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
を
や
め
、
農
家
経

営
支
援
強
化
を
求
め
る
意
見

書衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
農
林
水
産

大
臣
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

発
議
第
３
号

▽
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持

に
係
る
意
見
書

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

発
　
議

可
　
決

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、－は欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

■第３回定例会（令和４年10月12日～21日）

承認第５号
専決処分第５号（城里町職員の育児休
業等に関する条例の一部を改正する
条例）の承認を求めることについて

13 ０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第39号
城里町国民健康保険診療所医師住宅
設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 城里町地域振興基金条例を廃止する
条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 城里町スポーツ及び芸術文化振興基
金条例を廃止する条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 城里町家族旅行村基金条例を廃止す
る条例について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号
工事請負契約の締結について（令和3
年度　城里町環境センターストック
ヤード建設工事）

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 損害賠償額の決定及び和解について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 城里町過疎地域持続的発展計画の変
更について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 令和４年度城里町一般会計補正予算
（第２号）について 10 3 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議案第47号 令和４年度城里町国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 令和４年度城里町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 令和４年度城里町介護保険特別会計
補正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 令和４年度城里町水道事業会計補正
予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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審議した議案と各議員の賛否

議案番号等 議案名等

賛否数 議　　員　　名

賛　

成

反　

対

高
橋　

裕
子

金
長　

秀
範

綿
引　

静
男

飯
村　
　

栄

桜
井　

和
子

加
藤
木　

直

猿
田　

正
純

藤
咲
芙
美
子

片
岡　

藏
之

三
村　

孝
信

関　

誠
一
郎

鯉
渕　

秀
雄

小
圷　
　

孝

阿
久
津
則
男

議案第51号 令和４年度城里町下水道事業会計補
正予算（第１号）について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長

の

た

め

採

決

に

加

わ

っ

て

い

な

い

議案第52号 令和３年度城里町一般会計決算認定
について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第53号 令和３年度城里町国民健康保険特別
会計決算認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第54号 令和３年度城里町後期高齢者医療特
別会計決算認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第55号 令和３年度城里町介護保険特別会計
決算認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第56号 令和３年度城里町公共下水道事業特
別会計決算認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第57号 令和３年度城里町農業集落排水事業
特別会計決算認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 令和３年度城里町水道事業会計決算
認定について 12 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 令和３年度水戸地方農業共済事務組
合事業会計決算認定について 13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号
城里町固定資産評価審査委員会委員
の選任につき同意を求めることにつ
いて

13 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号
水田活用直接支払交付金の見直しを
やめ、農家経営支援強化を求める意
見書

12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

発議第３号 教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書 12 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

傍聴者報告
第３回定例会（10月12日～21日まで）合計26人

日程など詳しいことは議会事務局またはホームページでご確認ください。
TEL.029−288−3111（内線302）　https//www.town.shirosato.lg.jp

次回の定例会は１２月６日からを予定しています
車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

審議した議案と各議員の賛否
○は賛成、×は反対、棄は棄権、－は欠席、※は除斥の対象（自己の一身上に関する事件については、
議事に参与できないこと）による退席
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9

町
政
を
問
う

一般質問
関　　　誠一郎　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

１．高齢者に於ける緊急ブレーキシステムに補助を
２．道の駅かつら移転に伴う土地買収は
３．石塚浄水場の見直しを

　

高　橋　裕　子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

１．おひさま学童クラブ施設整備について
２．高校生のインターハイ出場への援助について
３．バス停付近の防犯灯設置について

　

藤　咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

１．補聴器購入に補助を
２．夜間診療ができる医療施設を
３．デマンドタクシーについて
４．後期高齢者医療被保険者証について

　

綿　引　静　男　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

１．町政８年間の総括とこれからの４年間の目標について
２．水道事業の方向性について

今回４名が質問し、今回４名が質問し、
その要約を掲載しました。その要約を掲載しました。

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。寄稿によるものです。

次ページからの、顔写真下のＱＲコードを
スマートフォンなどで読み込むと、一般質問
時の動画が視聴できます。
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関
　

近
年
、
高
齢

者
に
お
け
る
ブ
レ
ー

キ
・
ア
ク
セ
ル
の
踏
み

違
い
に
よ
る
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。

　

悲
惨
な
事
故
を
少
し

で
も
減
ら
す
為
に
補
助

を
し
て
、
町
民
に
安
心

を
提
供
し
て
は
ど
う

か
。

町

長　

来
年
度
か
ら

予
算
化
に
向
け
て
努
力

す
る
。

関
　

移
転
の
検
討

委
員
会
は
６
回
行
わ
れ

た
が
、
橋
の
ル
ー
ト
、

構
造
の
話
は
な
く
、
伊

勢
畑
へ
行
く
取
付
道
路

の
計
画
も
さ
れ
な
い
ま

ま
、
予
算
だ
け
が
先
行

し
、
中
途
半
端
に
閉
じ

ら
れ
た
。

　

全
く
空
想
の
委
員
会

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
移
転
候

補
地
が
決
ま
り
今
年

８
月
に
測
量
費
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計

が
業
者
と
契
約
（
８
，

５
０
０
万
円
）
さ
れ
た

が
、
候
補
地
の
買
収
又

は
確
約
は
取
れ
て
い
る

の
か
。

町

長　

土
地
の
買
収

は
し
て
い
な
い
。

関
　

設
計
等
が
全

て
仕
上
が
り
、
業
者
に

全
額
を
支
払
っ
た
が
、

土
地
の
買
収
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
ど
う
す
る

の
か
。
当
初
町
長
は
、

令
和
７
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
い
と
言
っ
て
い
た

が
、
そ
の
考
え
は
変
わ

ら
な
い
の
か
。

町

長　

こ
の
４
年
で

オ
ー
プ
ン
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

関
　

県
は
工
事
期

間
を
15
年
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
工
事
期
間
内

で
の
営
業
は
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

県
と

協
議
し
て
調
整
を
し
て

い
く
。

関
　

今
年
７
月
に

職
員
と
町
長
に
庁
舎
の

水
を
飲
ん
で
感
想
を
き

い
た
。
桂
在
住
の
職
員

は
飲
め
な
か
っ
た
。
石

塚
在
住
の
職
員
は
少
し

臭
い
。
町
長
は
何
も
感

じ
な
い
と
の
こ
と
。
地

球
温
暖
化
に
よ
り
、
水

質
に
大
き
な
変
化
が
起

こ
り
始
め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
日
立

市
、
常
陸
太
田
市
、
ひ

た
ち
な
か
市
で
は
市
民

に
安
全
安
心
の
水
の
供

給
を
第
一
に
、
方
向
転

換
を
行
っ
た
。
町
は
現

在
の
供
給
の
転
換
を
考

え
て
は
ど
う
か
。
那
珂

川
の
取
水
場
に
は
、
12

月
に
な
る
と
産
卵
を
終

え
た
サ
ケ
が
何
千
匹
と

死
ん
で
い
る
。
町
長

は
、
見
に
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
。

町

長　

石
塚
浄
水
場

の
取
水
口
で
視
覚
的
に

大
丈
夫
か
な
と
の
印
象

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

浄
水
場
の
処
理
で
問
題

の
な
い
水
で
あ
る
。

関
　

今
年
町
へ
の

苦
情
が
29
件
、
私
が
調

査
し
た
47
件
全
員
が
臭

い
と
い
う
結
果
が
だ
さ

れ
た
。
取
水
口
浄
水
場

の
見
直
し
を
早
急
に
す

べ
き
で
は
。

町

長　

町
で
の
浄
水

場
の
更
新
は
多
額
の
費

用
を
要
し
、
30
年
後
に

県
が
水
道
事
業
を
一
体

化
に
す
る
考
え
で
、
そ

れ
を
見
込
み
た
い
。

関
　

桂
地
区
・
七

会
地
区
・
常
北
地
区
の

一
部
は
地
下
水
を
飲
ん

で
い
る
。
そ
の
こ
と
を

十
分
理
解
し
て
、
早
急

に
安
心
な
水
の
供
給
を

節
に
願
っ
て
い
る
。

関
せき

　誠
せい　いち　ろう

一郎　議員

《町　長》	 予算化に向けて努力する

高齢者に於ける緊急ブレーキ
システムに補助金を

こちらから
動画が視聴できます

石
塚
浄
水
場
の
見
直
し
を

《
町
長
》

30
年
後
に
県
が
水
道
事
業
を
一
体
化
す
る

道
の
駅
か
つ
ら
移
転
に
伴
う
土
地
買
収
は

《
町
長
》

こ
の
４
年
で
オ
ー
プ
ン
し
た
い
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高
たか

橋
は し

　裕
ゆ う

子
こ

　議員

《町　長》	 予算の確保出来る

おひさま学童クラブ施設
整備について

高

橋　

児
童
の
思

い
・
保
護
者
目
線
・
感

染
対
策
を
考
慮
し
た
上

で
の
考
え
を
伺
う
。

町

長　

石
塚
小
の
よ

う
に
利
用
者
が
多
い
学

校
に
つ
い
て
は
、
30
人

程
度
の
四
つ
の
集
団
に

分
け
て
お
く
こ
と
は
、

感
染
対
策
と
し
て
も
理

に
か
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。

高

橋　

施
設
整
備
の

予
算
確
保
は
出
来
る
の

か
。

町

長　

合
併
城
里
の

成
果
と
し
て
、
町
の
財

政
は
健
全
に
な
っ
た
。

国
・
県
の
補
助
等
も
活

用
し
て
予
算
を
確
保
す

る
事
は
出
来
る
。

高

橋　

来
年
度
の
入

学
予
定
を
伺
い
た
い
。

町

長　

出
生
数
は
71

人
だ
っ
た
が
、
入
学
予

定
数
は
三
年
ぶ
り
に

一
〇
〇
名
を
超
え
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

高

橋　

学
童
ク
ラ
ブ

以
外
で
の
施
設
の
利
用

価
値
は
な
い
か
。

町

長　

石
塚
小
周
辺

は
人
口
の
多
い
地
域
で

あ
る
が
、
集
落
セ
ン
タ

ー
が
な
い
。
た
と
え
児

童
が
減
少
し
た
と
し
て

も
地
域
の
交
流
施
設
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
有

効
に
使
用
す
る
事
は
可

能
と
考
え
る
。

高

橋　

水
戸
か
ら
城
里
に

入
る
と
、
城
里
町
は
大
変
暗

い
と
感
じ
る
。
今
回
、
町
内

約
75
ヶ
所
を
調
査
し
た
が
、

バ
ス
停
付
近
く
ら
い
防
犯
灯

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

町

長　

今
回
、
補
正
予
算

で
20
ヶ
所
分
計
上
し
た
。
バ

ス
停
を
利
用
す
る
方
の
安
全

を
守
る
為
に
必
要
で
あ
る
。

高

橋　

城
里
町
が
少
し
で

も
明
る
い
町
に
な
る
よ
う
願

っ
て
い
る
。

バ
ス
停
付
近
の
防
犯
灯
設
置
に
つ
い
て

《
町
長
》
補
正
予
算
で
20
カ
所
分
計
上

高

橋　

人
知
れ
ず
努

力
を
重
ね
全
国
大
会
に

出
場
し
て
い
る
高
校
生

へ
の
支
援
が
な
い
。
近

隣
市
町
村
と
同
様
に
支

援
は
出
来
な
い
か
。

町

長　

支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
、
近
隣
市
町

村
並
み
の
制
度
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

高

橋　

町
か
ら
の
支

援
は
、
子
供
達
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
。
小
学
生
か
ら
の
支

援
も
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
へ
の
援
助
に
つ
い
て

《
町
長
》

支
援
し
て
い
き
た
い

こちらから
動画が視聴できます
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藤

咲　

今
度
の
選
挙

で
、
町
長
は
チ
ラ
シ
に

「
補
聴
器
購
入
補
助
を

始
め
ま
す
」
と
書
い
て

い
る
。

　

私
は
補
聴
器
購
入
補

助
の
実
現
の
た
め
、
次

の
こ
と
を
提
案
を
す
る
。

①
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ

シ
ベ
ル
に
な
る
と
、

日
常
生
活
に
不
便
を

き
た
す
の
で
補
助

年
齢
は
問
わ
な
い
こ

と
。

②
聴
力
低
下
に
よ
っ
て

買
い
替
え
が
必
要
に

な
る
。
補
助
は
複
数

回
と
す
る
こ
と
。

③
購
入
費
の
補
助
額

は
、
半
額
又
は
全

額
の
補
助
と
す
る
こ

と
。

④
医
師
の
診
断
書
は
必

要
と
し
な
い
こ
と
。

⑤
対
象
は
所
得
制
限
な

し
と
す
る
こ
と
。

長
寿
応
援
課
長　

①
補

助
年
齢
は
65
歳
か
ら
と

す
る
②
補
助
回
数
に
つ

い
て
は
、
耐
用
年
数
５

年
を
経
過
し
た
場
合
、

藤

咲　

身
近
な
医
療

機
関
の
有
無
は
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
極
め
て
重
要

だ
。
石
塚
地
域
は
、
夜

間
無
医
地
区
と
な
っ
て

い
る
。
安
心
し
て
子
育

て
す
る
に
は
、
夜
間
診

療
が
求
め
ら
れ
る
。

町

長　

城
里
町
が
属

す
る
水
戸
医
療
圏
は
、

入
院
ベ
ッ
ド
数
が
過
剰

と
さ
れ
て
い
る
。
新
規

の
病
床
設
置
は
許
可
さ

れ
な
い
。

夜
間
診
療
が
で
き
る
医
療
施
設
を

《
町
長
》

新
規
の
病
床
設
置
は
許
可
さ
れ
な
い

再
度
申
請
で
き
る
。

　

③
補
助
額
は
１
万
円

か
ら
と
す
る
④
医
師
の

診
断
書
は
必
要
と
し
な

い
⑤
所
得
制
限
な
し
で

補
助
を
行
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
細
か
い

と
こ
ろ
は
こ
れ
か
ら
決

め
て
い
く
。

藤

咲　

年
齢
制
限
と

補
助
金
額
に
つ
い
て
、

再
度
検
討
し
て
ほ
し
い
。

長
寿
応
援
課
長　

今
後

協
議
し
て
い
く
。

藤
ふじ

咲
さ く

　芙
ふ

美
み

子
こ

　議員

《長寿応援課》	 今後協議していく

補聴器購入に補助を

こちらから
動画が視聴できます

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ
い
て

《
健
康
保
険
課
長
》

今
後
は
、
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
て
い
く

藤

咲　

後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
証
が
２
回

続
け
て
交
付
さ
れ
た
。

な
ぜ
連
続
し
て
の
交
付

な
の
か
説
明
が
な
い
。

丁
寧
な
説
明
が
必
要

だ
。

健
康
保
険
課
長　

国
の

制
度
改
正
に
よ
り
、
10

月
１
日
か
ら
の
保
険
証

を
９
月
に
も
送
付
し

た
。

　

今
後
は
更
に
分
か
り

や
す
く
丁
寧
な
説
明
を

心
が
け
て
い
く
。

藤

咲　

選
挙
の
チ
ラ

シ
で
、
免
許
返
納
後
の

不
安
に
対
し
「
町
外
ま

で
行
け
る
格
安
タ
ク
シ

ー
の
導
入
」「
増
車
に

よ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
の

使
い
や
す
さ
」
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。
町
外

利
用
が
で
き
る
と
あ
る

が
、
そ
れ
は
復
路
も
可

能
な
の
か
。
町
外
と
は

県
内
ど
こ
で
も
対
象
に

な
る
の
か
。

町

長　

様
々
な
公
共

交
通
の
福
祉
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
充
実
手
段
が
あ

る
。
こ
の
制
度
を
組
み

合
わ
せ
、
安
く
便
利
で

安
心
な
体
系
を
作
り
上

げ
て
い
く
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
増
車
し
、

町
外
ま
で
行
く
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て

《
町
長
》
町
外
ま
で

行
く
こ
と
を
検
討
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綿

引　

こ
れ
ま
で
の

８
年
間
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ

た
か
。

町

長　

本
庁
舎
、
環

境
セ
ン
タ
ー
、
七
会
診

療
所
、
桂
中
体
育
館
な

ど
、
合
併
建
設
計
画
で

掲
げ
ら
れ
た
施
設
の
整

備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
基

幹
設
備
の
整
備
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

ま
た
、
財
政
は
着
実

に
健
全
化
の
道
を
歩
ん

で
い
る
。

綿

引　

そ
の
よ
う
な

成
果
の
中
で
、
や
り
残

し
た
こ
と
や
課
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

町

長　

停
止
し
て
し

ま
っ
た
事
業
や
課
題
も

残
っ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
の
強
化
、
停
電
し
て

も
安
心
し
て
避
難
で
き

る
避
難
所
づ
く
り
、
狭

あ
い
道
路
の
解
消
、
舗

装
さ
れ
て
い
な
い
私
道

の
公
道
化
、
農
業
集
落

排
水
の
下
水
道
へ
の
転

換
、
道
の
駅
か
つ
ら
の

建
て
替
え
事
業
な
ど
の

課
題
が
あ
る
。

綿

引　

今
回
の
選
挙

戦
で
得
ら
れ
た
町
民
の

意
見
の
中
で
、
参
考
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
る

か
。

町

長　

ゴ
ミ
の
回
収

時
、
庭
木
の
枝
を
ご
み

袋
に
入
れ
ず
に
出
す
と

か
、
家
具
類
の
自
宅
訪

問
回
収
な
ど
、
細
か
な

制
度
の
改
善
に
取
り
組

み
た
い
。
住
民
と
直
接

意
見
交
換
す
る
こ
と
は

有
意
義
で
あ
り
、
得
ら

れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た

と
思
う
。

綿

引　

こ
れ
か
ら
の

４
年
間
の
目
標
や
決
意

は
。

町

長　

道
の
駅
か
つ

ら
の
建
て
替
え
事
業
、

狭
あ
い
道
路
の
解
消
、

河
川
の
整
備
、
停
電
し

な
い
避
難
所
の
整
備
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
、

危
機
感
・
緊
張
感
を
も

っ
て
一
つ
一
つ
仕
事
を

進
め
て
い
き
た
い
。

綿

引　

町
の
水
道
事

業
の
経
営
状
況
は
。

町

長　

健
全
経
営
の

水
準
と
さ
れ
る
経
常
収

支
比
率
は
１
０
０
％
を

上
回
っ
て
い
る
が
、
料

金
回
収
比
率
は
１
０
０

％
を
下
回
っ
て
い
る
。

今
年
度
に
つ
い
て
は
電

気
料
金
の
急
激
な
上
昇

に
よ
っ
て
赤
字
と
な
る

見
込
み
だ
が
、
繰
越
利

益
剰
余
金
を
７
億
円
保

有
し
て
い
る
た
め
赤
字

を
埋
め
る
こ
と
は
で
き

る
。

綿

引　

人
口
減
少
社

会
で
も
安
全
で
強
靭
な

水
道
を
持
続
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
茨
城

県
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町

長　

県
全
体
で
水

道
事
業
を
統
合
し
て
効

率
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
一
般
会
計
か
ら
水

道
会
計
へ
の
持
ち
出
し

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
県
か
ら
の
提
案

に
協
力
し
た
い
。

　

町
の
浄
水
場
が
老
朽

化
し
て
い
く
こ
と
も
あ

り
、
早
期
の
統
合
を
考

え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
の
水
道
事
業
統
合
に
協
力
し
た
い

綿
わた

引
ひ き

　静
し ず

男
お

　議員

《町　長》	 財政は健全化の道を歩んで
いる

町政８年間の総括とこれからの
４年間の目標について

こちらから
動画が視聴できます

石塚浄水場
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議会の動き・研修報告

議 動の会 き

取り組み
・傍聴者増への取り組み
開会前のダイレクトメール、閉会後の礼状送付。アンケ
ートの実施。

・本会議（一般質問時）
一般質問は１日３人までとし、午前中で終わる日程にし
た。説明時スクリーン使用で、写真やグラフ等によりわ
かりやすく、説明時間の短縮を図った。

・委員会
４つの常任委員会を１つにし、委員会運営の充実と効率
化。優秀な職員を育てる観点から、委員会時の説明者を
課長から係長にした。

・政務活動費の取得
適正な使用確保のため、使途を限定し精算払い。ホーム
ページへ実績を公表し、弁護士等による監査も実施。
研修まとめ
　議長、副議長の説明の中で、議員自らが情報を発信す
るなど、議会をより良くしていこうという姿勢、情熱に
は、大変刺激を受けました。今後の議会運営を行ってい
くにあたり、参考になることも多く、とても有意義で実
のある研修となりました。

講師　　吉村　　潔　氏
（町村議会広報全国コンクール審査員）　　　

講話
　広報広聴は地道な蓄積で、容易に「解」や「成果」は得
にくいもの。令和3年度広報コンクール受賞のトップ３
を取り上げ、その実践的・持続的な「改革」と「次」への
挑戦をフォーカスする。
研修まとめ
　広報コンクール受賞を受けた３つの議会とも、議員主
導の町民目線の広報となっており、問題提起、写真やグ
ラフ等の使い方、エビデンス（根拠）となる数値や他市
町村との比較などを意識した広報となっています。また、
写真と文字のバランスや特集ページの文の構成、わかり
やすい見出しについても、参考となりました。

　茨城県大洗町議会の、議会改革及び
議会活性化の取り組みについて、視察
して参りました。

　シェーンバッハ・サボー（東京）で、
開催された「令和４年度町村議会広報
研修会」へ参加して参りました。

研修報告

研修報告

議会運営委員会

議会広報委員会

令和４年７月19日

令和４年９月20日

大洗町議会　
飯田英樹議長と柴田佑美子副議長から、
説明をうける様子

＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊

議会改革の経緯
開かれた議会、信頼される議会を作る
ため、平成20年頃から議会改革・活
性化に取り組んできた。

をクリック⇒　　　　　　　　をクリック議会事務局 研修報告城里町公式
ホームページ

議会ホームページに、各委員会ごとの詳しい研修報告書を載せています。ご覧ください。
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議会の動き・研修報告

教育産業常任委員会
龍ヶ崎市歴史民俗資料館
　県指定文化財の丸木船をはじめ企画展では茨城県
美術展でも要職を務められた廣津龍伍さんの油彩画
展示を見学し、資料館ボランティアによる機織り作
業の説明を受けました。
たつのこ産直市場
市が運営する直売所で、新鮮野菜や龍ヶ崎の物産品
などが揃っており、店内には野菜の料理方法のレシ
ピを設置するなど、消費者の注意を引くディスプレ
イは、大変参考になりました。

　茨城県龍ケ崎市の、防災・減災日本一に向けた取り組
みと災害時受援計画についての視察及び龍ヶ崎市歴史民
俗資料館、たつのこ産直市場を視察して参りました。

研修報告

総務民生常任委員会
教育産業常任委員会

令和４年11月11日

第８回　県央地域議長懇話会が開催されました。
　８月18日水戸市役所において、「県央地域議長懇話会」が開催され、阿久津議長が出席しました。
　県央地域議長会は、地方財政状況の悪化や人口減少など地方を取り巻く厳しい環境を踏まえ、
県央地域９市町村の議長が協議連携を図ることにより、県央地域の一層の発展を目指していくた
め平成20年に設立されました。
　今回の懇話会では一橋大学大学院法学研究科　辻琢也教授による、「人口減少社会における地
方行政のあり方」について講話頂き、各市町村の議長と共に活発な意見交換を行いました。

総務民生常任委員会
取り組み
　危機管理監、危機管理課を市長直轄化、
災害各種計画の策定、防災アプリ運用、
地域防災力の育成。
研修まとめ
　住民による自主防災組織立ち上げや、
防災士育成への助成を行い地域の防災力
の育成・活性化に向けた取り組みや、災
害時に人的及び物的支援を外部から受け
入れる受援計画については、大変参考と
なるものでした。

一橋大学一橋大学
辻教授辻教授

水戸市水戸市
須田議長須田議長

城里町城里町
阿久津議長阿久津議長

那珂市那珂市
萩谷議長萩谷議長

ひたちなか市ひたちなか市
大谷議長大谷議長

東海村東海村
越智議長越智議長

茨城町茨城町
澤議長澤議長

小美玉市小美玉市
荒川議長荒川議長

笠間市笠間市
石松議長石松議長



しろさと議会だより　№72
2022年12月

16

追跡調査・編集後記

　

か
つ
て
不
毛
の
地
と
い
わ
れ
た

東
京
代
々
木
に
あ
る
「
神
宮
の
森
」

は
、１
０
０
年
前
に
造
ら
れ
た「
人

工
の
森
」
で
す
。

　

そ
れ
は
、
森
の
設
計
を
担
う
３

人
の
学
者
が
、
50
年
、
１
０
０
年
、

１
５
０
年
先
の
森
を
見
据
え
た
壮

大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
時

の
政
府
に
大
反
対
さ
れ
る
も
、
学

者
た
ち
は
、
綿
密
な
研
究
結
果

の
提
示
と
、
将
来
を
見
据
え
た
強

い
信
念
を
も
っ
て
政
府
を
説
き
伏

せ
、
現
在
、
命
あ
ふ
れ
る
森
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
が
こ
の
世
を
去

っ
た
１
０
０
年
後
の
森
の
姿
に
想

い
を
託
し
、
真
摯
に
取
り
組
ん
だ

学
者
た
ち
の
情
熱
に
は
胸
を
打
た

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
す
べ
て
に
対
し
、

神
宮
の
森
の
ご
と
く
、
将
来
を
見

据
え
た
強
い
信
念
を
も
っ
て
町
政

を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。綿　

引　

静　
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をした。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

近隣市町村の動向を踏まえて検討する

高齢者対策として
	 （令和３年12月）

現在のところ補助は考えていない

県内の４市が、令和３年度の単年事業とし
て導入をしている。

高齢者の個人住宅のエアコン設置に、補助
ができないか。

今、現在（令和4年度）、補助を行っている
市町村はない。今後、近隣市町村の動向、
状況を踏まえながら検討していきたい。

消防車（中型車）が進入することが難
しいと思われる路線は46路線ある

緊急車両が進入出来ない町道の状況
について	 （令和元年６月）

46路線のうち、２路線の拡張工事を
行っている

町道の整備予算と地権者の同意が得られるか
が重要である。

町民の生命を守る緊急車両が進入できない
町道の状況と整備計画は。

町道8-0357号線（高久地内）、8-1056号線（錫
高野地内）の工事を行っている。
今後も、日常生活の利便性や災害時の安全
など、住みよい環境づくりのため、整備を
すすめていく。


